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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 この博士号請求論文は、序章と終章を含む７章から構成されている。冷戦期の日本の安全保障政策の立法過程にお
けるシビリアン・コントロールは、自衛隊を実際に使わないことを前提に抑制的または制限的に運用する抑制的統制
が中心であったことに対して、冷戦後は自衛隊を活躍するために積極的に運用する能動的統制に変化した背景の要因
を分析し、問題点に対する是正案を提示すると目的にしている。 
 請求論文は、日本のシビリアン・コントロールの運用を「内閣による軍事の統制と、こうした内閣の行為に対する
国会による民主的統制」として定義し、周辺事態法、テロ対策措置法、有事関連法、イラク特措法の四件の立法過程
を事例として検証した。 
 なお、シビリアンという統制主体に対する制服組の影響力については、両者の組織的利害の一致度を基準に、「シ
ビリアン主導型」、「同一化型」、「逆転現象型」という三つの類型に分類することとした。 
 序章では、国際比較や日本の戦後体制を踏まえながら、シビリアン・コントロール全体やその枠組みを考察したも
のである。 
 第一章は、「安全保障政策の立法過程におけるシビリアンと制服組の関与」は、序章で述べた枠組みの下で、安全
保障政策の法案の作成過程、国会審議と決定過程の各段階において、シビリアンと制服組の関与の程度と仕方を概観
する内容である。 
 第二章、「周辺事態法の立法過程」は、一九九九年に制定された周辺事態法等ガイドライン関連法の立法過程を対
象に、同法案の政府・与党内における法案作成過程と国会における政府与党・野党間の審議・決定過程の時系列的な
記述分析を行い、争点ごとの政策決定に至る参加アクター間の主導性又は影響力を分析する。そして、同法案の立法
過程における統制主体であるシビリアンと統制の客体である制服組との影響力関係から、周辺事態法の形成・決定過
程におけるシビリアン・コントロールの内容を分析した。 
 第三章、「テロ対策特措法の立法過程」は、同上の分析方法で二〇〇一年のテロ対策措置法の形成・決定過程にお
けるシビリアン・コントロールの内容を検討している。 
 第四章、「有事関連法の立法過程」は、二〇〇三年に制定された武力攻撃事態法の有事関連法の立法過程を対象に
同様な分析方法でその形成・決定過程におけるシビリアン・コントロールを検証した。 
 第五章、「イラク復興支援特措法の立法過程」は、同年のイラク特措法の立法過程におけるシビリアン・コントロ
ールを分析した。 
 終章では、以上の四件の事例研究の分析に基づき、安全保障政策の立法過程におけるシビリアン・コントロールが
どのように変質したのか、その特徴と傾向を紹介する。さらに、国会によるシビリアン・コントロール強化の必要性
などのチェック機能を是正案として提示している。 
 審査委員会は一致して提出された論文は博士（国際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 
